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（様式１） 

大阪市立喜連中学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

本校では部活動の活性化と生徒の自主的活動を中心とした規範意識の向上を目指し、

学校を中心として保護者・地域・ＰＴＡの協力のもと取り組みを進めてきている。その

結果、現在では安定した学校活動が行われている。今後はこの状態をもとにして表面に

表れにくい「いじめ」や遅刻・不登校の問題に力を入れていきたい。また、学力面にお

いても、従来より取り組んでいる学力向上対策をさらに推進し、たしかな学力の育成を

目指さなければならないが、「人間尊重の精神を基盤にした教育」を見失わないように最

大の努力をしなければならない。これらの課題をクリアするためには、家庭、地域さら

には小学校や関係諸機関とのより密接な連携・協力が不可欠である。 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

・年度末の生徒アンケートにおける「学校へ行くのが楽しい」の項目について、「そう思

う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上にする。 

・年度末の生徒アンケートにおける「先生は、私たちの話を聞いてくれる」の項目につ

いて、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上にする。 

・年度末の保護者アンケートにおける「学校は、いじめのない学校づくりに取り組んで

いる」の項目について「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」割合を 80％以上

にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・年度末の生徒アンケートにおける「学校の授業はわかりやすい」の項目について、「そ 

う思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上にする。 

・年度末の生徒アンケートにおける「文化祭や体育大会、宿泊行事は楽しみである」の

項目について「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上にする。 

・年度末の生徒アンケートにおける「手洗いやうがいをしっかりし、健康に気をつけて

いる」の項目について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％

以上にする。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

・デジタル教材を活用した朝学習を週１回実施し、学習者用端末を活用して生徒アンケ 

ート等を実施する。 

・「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を満 

たす教員の割合を昨年度より増加させる。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校） 

・年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 90％以上にする。 

 （R4 年度…92％） 

・年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

学校園の年度目標 

・年度末の生徒アンケートにおける「学校へ行くのが楽しい」の項目について、「そう思

う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上にする。（R4 年度…88％） 

・年度末の生徒アンケートにおける「先生は、私たちの話を聞いてくれる」の項目につ

いて、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上にする。 

 （R4 年度…94％） 

・年度末の保護者アンケートにおける「学校は、いじめのない学校づくりに取り組んで

いる」の項目について「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以

上にする。（R4 年度…80％） 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

・年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」

と回答する生徒の割合を 20％以上にする。（R4 年度…19％） 

・中学校チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント向上させる。 

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学３年

生の割合（４技能）を 40％以上にする。（R4 年度…35％） 

・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の割合を 60％以上にす

る。（R4 年度…56％） 

学校園の年度目標 

・年度末の生徒アンケートにおける「学校の授業はわかりやすい」の項目について、「そ 

う思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上にする。（R4 年度…89％） 

・今年度末の生徒アンケートにおける「文化祭や体育大会、宿泊行事は楽しみである」

の項目について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上に

する。（R4 年度…92％） 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

・デジタル教材を活用した朝学習を週１回実施する。 

・「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を満 

たす教員の割合を 35％以上にする。（R3 年度…26.2％、R4 年度…34.1％） 

学校園の年度目標 

・学習者用端末を活用した学習、生徒アンケート等を実施する。 
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３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】について 

●年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、 

最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合は、１年 86％、２年 84％、３年 82％で目標値には届かなか 

ったが、肯定的な回答は全体の 95.7％であった。 

●年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率は前年度より 2％増加している。 

△年度末の校内調査において、前年度不登校生徒数はほぼ横ばいで改善まではいたっていない。学校行事や 

 テストをきっかけとして登校が定着するよう今後も働きかけていく。 

△年度末の生徒アンケートにおける「学校へ行くのが楽しい」の項目について、「そう思う」と「どちらか 

といえばそう思う」の割合は、１年 91％、２年 79％、３年 80％で全体として 83％であった。 

◎年度末の生徒アンケートにおける「先生は、私たちの話を聞いてくれる」の項目について、「そう思う」 

と「どちらかといえばそう思う」の割合は、１年 93％、２年 94％、３年 90％で目標値を大きく上回った。 

○年度末の保護者アンケートにおける「学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる」の項目につい 

て「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合は、83％であった。 

【未来を切り拓くための学力・体力の向上】について 

◎年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げた

りすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合は、１、２年 33％、

３年は 30％で目標値を大きく上回った。 

△中学校チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比は、同一母集団において経年的に比較

し、３年では国語で４ポイント減少し、数学では８ポイント上昇した。 

△大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割合（４技能）

は 38.1％であり、40％には届かなかったが昨年度より 3.1％向上した。 

△年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対し

て、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の割合は、１年 54％、２年 43％、３年 55％で前年度並みであ

った。 

○年度末の生徒アンケートにおける「学校の授業はわかりやすい」の項目について、「そう思う」と「どち

らかといえばそう思う」の割合は、１年 96％、２年 87％、３年 90％で目標値を上回った。 

○今年度末の生徒アンケートにおける「文化祭や体育大会、宿泊行事は楽しみである」の項目について、「そ

う思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合は、１年 94％、２年 90％、３年 91％で目標値を達成し

た。 

【学びを支える教育環境の充実】について 

○デジタル教材を活用した朝学習を１年では週３回、２、３年では週１回実施できた。 

○「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を満たす教員の割合は、 

35.71％であった。 

○学習者用端末を活用した学習は各教科で行われ、４月から 10 月までの平均使用率が 56.9％で、課題配付

や課題提出状況の把握も行うことができた。生徒アンケートの「先生はタブレットやプロジェクターを使 

って教え方を工夫している」の項目で、肯定的回答が１年 97％、２年 96％、３年 97％であった。 

また、「学校生活アンケート」「習熟度別授業に関するアンケート」「学力向上支援チーム事業アンケ 

ート」について、Microsoft Forms を活用して実施することができた。 
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（様式２） 

大阪市立喜連中学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 
 
 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校） 

・年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 90％以上

にする。（R4 年度…92％）R5 年度…84％ 

・年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

学校の年度目標 

・年度末の生徒アンケートにおける「学校へ行くのが楽しい」の項目について、「そ

う思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上にする。（R4 年度…

88％）R5 年度…83％ 

・年度末の生徒アンケートにおける「先生は、私たちの話を聞いてくれる」の項目

について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上にする。

（R4 年度…94％）R5 年度…92.3％ 

・年度末の保護者アンケートにおける「学校は、いじめのない学校づくりに取り 

組んでいる」の項目について「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割 

合を 80％以上にする。（R4 年度…80％）R5 年度…83％ 

Ｂ 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

 取組内容①【基本的な方向１ 安全で安心な教育環境の実現】 

学校力アップ事業を通じて、落ち着きのある授業支援等を行う。 

Ｂ 
指標 

・各学期にいじめアンケート調査を実施し、いじめ・不登校の早期発見・早期対応

に向けて教職員の連携を密にする。 

・年度末の保護者アンケートにおける「子どもは、学校へ行くのが楽しいと言って

いる」の項目について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％

以上にする。 

取組内容②【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

・「あいさつ運動」を推進する。 

・「時間を守り規則正しい生活を心がける」「学校のルールやマナーを守る」の２点

について、家庭と連携しながら全教職員で指導する。 

Ｂ 
指標 

・年度末の生徒アンケートにおける「あいさつをきちんとしている」の項目につい

て、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上にする。 

・年度末の保護者アンケートにおける「学校は、社会のルールを守る規範意識や基 

本的生活習慣が身につくよう指導している」の項目について、「そう思う」と「ど 

ちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上にする。 

＊上記の事柄を全校集会、学年集会、様々な行事において指導・推進する。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

―４― 



取組内容③【（２）豊かな心の育成】 

・規範意識や仲間意識が向上する学校行事を実施する。 

・生徒一人ひとりが、互いの人権を尊重し合える教育を推進する。 

Ｂ 
指標 

・年度末の生徒アンケートにおける「文化祭や体育大会、宿泊行事は楽しみである」

の項目について「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上

にする。 

・年度末の生徒アンケートにおける「相談できる友だちがいる」の項目について「そ

う思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上にする。 

・様々な分野からゲストティーチャーを招き、人権感覚を磨く取り組みを実施する。 
  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

△取組内容①については、学力向上コラボレーターや学びサポーターの活用で、各学年、落 

ち着いて授業が受けられる体制となっている。各学期に一人一台端末を利用し、いじめ 

アンケート調査を実施し、いじめ・不登校の早期発見・早期対応に努めた。年度末の保 

護者アンケートにおける「子どもは、学校へ行くのが楽しいと言っている」の項目につ 

いて、肯定的な回答は 83％であった。 

○取組内容②については、正門での登校時のあいさつ指導や、全校集会、学年集会でのマ 

ナーやルールについての講話や指導で気持ち良いあいさつができる生徒が増加してい 

る。年度末の生徒アンケートにおける「あいさつをきちんとしている」の項目について、 

肯定的な回答の割合は、89.1％であった。 

学校のルールやマナーを守る取組みでは生徒会活動や各学年での指導、携帯電話や SNS 

の利用や薬物乱用防止についての外部講師による講話などを行った。校外活動において 

もルールやマナーを意識して行動できるようにした。年度末の保護者アンケートにおけ 

る「学校は、社会のルールを守る規範意識や基本的生活習慣が身につくよう指導してい 

る」の項目について、肯定的な回答は 87.3％であった。 

○取組内容③については、宿泊行事や体育大会、文化祭のほか、各学年での取組みにおい 

てもお互いを尊重するよう取り組んでおり、年度末の生徒アンケートにおける「文化祭 

や体育大会、宿泊行事は楽しみである」および「相談できる友だちがいる」の項目につ 

いて肯定的な回答は 91.6％、87.7％でいずれも目標値を上回った。 

次年度への改善点 

・学力向上コラボレーターや学びサポーターの活用し、各教科の授業において「わかる」 

 授業のための校内研究を活性化することで、生徒の自尊感情を向上させたい。そのため 

 にいじめ・不登校の早期発見・早期対応は今後も重視して取り組みたい。 

・生徒会を中心としたあいさつ運動は、年間を通して行われた。生徒が自発的に行うあい 

さつも増えており、学校への来客に対しても気持ちよいあいさつが行われるよう継続し 

て取り組みたい。コロナ禍を経て、様々な学校行事や生徒の活動が再開される中、社会 

のルールを守る規範意識や基本的生活習慣が身につくよう働きかける必要がある。 

・学校行事や学年行事に取組むために、仲間づくりやチームビルドの意識は今後も必要で 

あり、グループや小集団で意見を出し合い、より良い取組みに自分たちでできるという 

ことを経験させたい。 

 

 

 ―５― 



（様式２） 

大阪市立喜連中学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 
 
 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（中学校） 

・年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な

「思う」と回答する生徒の割合を 20％以上にする。（R4 年度…19％） 

R5 年度…1 年 33％、２年 33％、３年 30％ 

・中学校チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集

団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント向上させる。 

  R5 年度…３年 

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学

３年生の割合（４技能）を 40％以上にする。（R4 年度…35％）R5 年度…38.1％ 

・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをするこ 

とは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の割合を 60％ 

以上にする。（R4 年度…56％）R5 年度…１年 54％、２年 43％、３年 55％ 

学校の年度目標 

・年度末の生徒アンケートにおける「学校の授業はわかりやすい」の項目について、

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上にする。（R4 年

度…89％）R5 年度…１年 96％、２年 87％、３年 90％ 

・年度末の生徒アンケートにおける「文化祭や体育大会、宿泊行事は楽しみである」

の項目について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 85％以上

にする。（R4 年度…92％）R5 年度…92％ 

Ｂ 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学びコーディネーター事業と学校元気アップ事業を効率的に活用し、自学自習の

場を確保する。 Ｂ 
指標 

・放課後に学習機会の場を設け、学習に参加する生徒の数を前年度より増加させる。  

取組内容②【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・主体的・対話的で深い学びを取り入れた授業をすることを推進する。 

・基礎基本の定着を図るため、効果的な授業形態を確立する。 

 

 

 

Ｂ 
 

 

指標 

・年度末の生徒アンケートにおける「先生はティームティーチングの授業など、教

え方を工夫してくれる」の項目について「そう思う」と「どちらかといえばそう

思う」の割合を 80％以上にする。 

・年度末の保護者アンケートにおける「学校は、子どもの能力や努力を適正かつ公

平に評価している」の項目について「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の割合を 80％以上にする。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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取組内容③【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・体育の授業や部活動において基礎体力の向上を目指す運動を推進する。 

・熱中症等予防講習会等を開き、体調管理を自分で行えるようになるよう推進する。 

・新型コロナウイルス感染症を教訓とし、うがい、手洗い等の励行を推進する。 

Ｂ 
指標 

・生徒の体力、運動能力向上のための取り組みを行う。 

・年度末の保護者アンケートにおける「学校は、子どもの安全確保や事故防止に努

めている」の項目について「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合

を 80％以上にする 

・「食育つうしん」「ほけんだより」を毎月１回発行し、健康に対する関心を高めさ

せる。  
  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

△取組内容①については、学びコーディネーター事業と学校元気アップ事業を活用し、放 

課後の自習教室の取組みを長期休業中や定期テスト前だけでなく毎月定期的に実施し 

た。英検や漢検も実施することで自主学習に対するきっかけになった。 

○取組内容②では、各教科でペアワークやグループワーク、一人一台端末の活用など主体 

的・対話的で深い学びを取り入れた授業を行っている。主体的に取組む態度の評価につ 

いては全教員で外部講師を招いて研修会をもち、理解を深めた。年度末の生徒アンケー 

トにおける「先生はティームティーチングの授業など、教え方を工夫してくれる」、保護 

者アンケートにおける「学校は、子どもの能力や努力を適正かつ公平に評価している」 

の項目について肯定的に回答した割合は、それぞれ 87％、87.9％で目標値を上回った。 

◎取組内容③は、体育の授業や部活動の開始時に基礎体力向上のための運動を実施した。 

感染症拡大防止のため啓発活動や新型コロナが５類移行後も手洗いやうがいの励行を行 

った。年度末の保護者アンケートにおける「学校は、子どもの安全確保や事故防止に努 

めている」の項目について肯定的な回答の割合は、92.5％であった。「食育つうしん」「ほ 

けんだより」も毎月１回発行できている。 

次年度への改善点 

・取組内容①については大学生による学びサポーターなど、生徒が質問しやすい人材の確 

保が難しい。「学校元気アップ自主学習会」に参加したいと思っている生徒は生徒アンケ 

ートより 22％にとどまっており、学習事項の定着のためにも自主学習できる場所は継続 

して確保しつつ、学習に対して積極的に取り組めるよう授業研究も行う必要がある。 

・全教員が必ず年 1 回は行う研究授業において、一人一台端末等を活用し生徒が主体的に 

取り組む授業について相互参観することで、新しい指導方法の発見や生徒の自主学習の 

拡大につなげたい。 

・体育の授業や体育大会などの体育的行事を通じて、運動やスポーツの好きな生徒は増加 

している。 

 しかし、運動能力や運動習慣は「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」においても優 

れているとまでは至っていない。運動やスポーツへの興味を持ち続けることで生涯スポ 

ーツとして健康・安全面での意識向上に努めたい。感染症だけでなく、食の安全性や健 

康の重要性についても意識させたい。 
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（様式２） 

大阪市立喜連中学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（中学校） 

・デジタル教材を活用した朝学習を週１回実施する。 

・「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１ 

を満たす教員の割合を 35％以上にする。（R3 年度…26.2％、R4 年度…34.1％） 

R5 年度…35.7％ 

学校の年度目標 

・学習者用端末を活用した学習、生徒アンケート等を実施する。 

Ｂ 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育 DX の推進】 

・ICT 機器を使用した授業など、時代のニーズに応じたテーマで設定された校内授業

を行う。 Ｂ 
指標・ICT 機器を使用した研究授業を行う。  

取組内容②【基本的な方向６ 教育 DX の推進】 

・ICT 機器を活用した教育推進のための環境を整備し、昨年度より活用する。 Ｂ 
指標・デジタル教材を活用した朝学習、生徒アンケート等を実施する。 

取組内容③【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・教職員の働き方改革を具体的に進める。 

Ｂ 指標 

・「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１ 

を満たす教員の割合を 35％以上にする。  
  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

△取組内容①については、ICT 機器を活用した授業が各教科で実施されており、プレゼンテ 

ーション教材も数多く作られ、授業配信においても活用をはじめている。 

〇取組内容②については、各学年の朝学習や、学期ごとのいじめアンケート、年度末の生 

徒アンケートなど、一人一台端末を活用することで結果集計の負担軽減をはかった。 

〇教職員の健康保持のため長時間勤務にならないよう、定期テストや実力テストにおいて 

自動採点をいちはやく導入し、活用する教職員も多い。「学校園における働き方改革推進 

プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を満たす教員の割合は 35.7％であった。 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

―８― 

 

 

 



次年度への改善点 

・実際の写真や動画、図表も提示できるため授業用ＰＣで作成した教材をプロジェクター 

で投影し、生徒に興味・関心を持たせる授業は、各教科で取り組まれている。今後は、 

一人一台端末等を活用し、グループでの学習や個別学習の方法なども研究を進めていく。 

・生徒のＳＯＳをいち早くとらえるツールとして、また生徒の意識調査としての生徒アン 

ケートの集約を容易にするためにも、一人一台端末を活用できるスキルを多くの教員が 

身につける必要がある。 

・職員会議や安全衛生委員会を通じて、今後も教職員の超過勤務の減少に努めていく必要 

があるが、コロナ禍を経て学校活動が次々に再開され業務が増加する中、学校行事や運 

営方法の見直しにより、教職員の働き方についても注視する必要がある。 
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(様式３) 

令和５年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立喜連中学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 
 
 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価 
 

年度目標：【安全・安心な教育の推進】 

・年度末の生徒アンケートにおける「学校へ行くのが楽しい」の項目について、「そう思う」と「どちらかと

いえばそう思う」の割合を 85％以上にする。 

・年度末の生徒アンケートにおける「先生は、私たちの話を聞いてくれる」の項目について、「そう思う」と

「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上にする。 

・年度末の保護者アンケートにおける「学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる」の項目につい

て「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を 80％以上にする。 

年度目標：【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・年度末の生徒アンケートにおける「学校の授業はわかりやすい」の項目について、肯定的な回答の割合を

85％以上にする。 

・今年度末の生徒アンケートにおける「文化祭や体育大会、宿泊行事は楽しみである」の項目について、肯

定的な回答の割合を 85％以上にする。 

年度目標：【学びを支える教育環境の充実】 

・学習者用端末を活用した学習、生徒アンケート等を実施する。 

【安全・安心な教育の推進】 

○年度末の生徒アンケートにおける「学校へ行くのが楽しい」の項目について、肯定的な回答の割合は、 

2、3 年は目標値に届かなかったが、1 年は 91％となり全体としても 83％に達している。 

○年度末の生徒アンケートにおける「先生は、私たちの話を聞いてくれる」の項目について、肯定的な回答 

の割合は、各学年とも 90％を超え、目標値を上回った。 

○年度末の保護者アンケートにおける「学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる」の項目につい 

て肯定的な回答の割合は、83％で目標に達することができた。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○年度末の生徒アンケートにおける「学校の授業はわかりやすい」の項目について、「そう思う」と肯定的な

回答の割合は、各学年とも目標値を上回り、1、3 年は 90％を超えている。 

○今年度末の生徒アンケートにおける「文化祭や体育大会、宿泊行事は楽しみである」の項目について、肯 

定的な回答の割合は、各学年とも 90％を上回り、目標値を達成した。 

【学びを支える教育環境の充実】 

○学習者用端末を活用した学習は各教科で行われ、生徒アンケートの「先生はタブレットやプロジェクター

を使って教え方を工夫している」の項目で、肯定的回答が各学年とも 90％を上回った。 

また、生徒に対する各種アンケートも Microsoft Forms を活用して実施することができた。 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

本年度の学校の自己評価結果は概ね妥当である。生徒アンケートや保護者アンケート、検証

資料の結果から、学校の特色（強みや弱み）を再確認することができた。 

コロナ禍を経て、学校行事や学力向上にむけての取組みは一定評価できる。今後も学校の課

題である学力向上やいじめを許さない学校づくりなど継続して取り組んでほしい。不登校対

策についても学校・地域・区役所が連携を強化し、改善に向けて尽力してほしい。 
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